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経営陣と開示チームで目線合わせ

2
* 1： 2 0 2 4 年 3月期累計会計期間

930百万円 90.7%

2024年3月期  通期累計業績ハイライト

◆コストダウン効果

人件費 ：対前年同期でマイナス180百万円で着地。計画対比ではマイナス81百万円で着地。

成長投資：対前年同期でマイナス143百万円で着地。計画対比ではマイナス72百万円で着地。

前年同期：79 5百万円

Unipos事業の売上高は前年同期比で 135百万円増加となりました。コストは業績予想を上回る圧

縮幅で着地し、営業利益は前年同期比で473百万円増加となりました。

▲510百万円
前年同期：▲9 83百万円

▲502百万円
前年同期：▲9 1 3百万円

売上高* 1

営業利益* 1 当期純利益* 1

ストック売上高比率* 1
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企 業 の 果 た すべき 役割は 、変化 し続け ていま す。

事 業 成 長 だ けでは なく、 社会的 課題の 解決も 求めら れてい ます。

は た ら き 手 が減少 する中 で、こ の両立 をどの 様に実 現する か。

そ れ は 本来人間が持つ個々人の素晴らしい可能性を見出し、

主体的に集団に影響を与えること で 実 現 す ると 我々は 信じて います 。

個 人 が そ の 組織に 所属す る意義 は、企 業の存 在意義 （ パ ー パ ス ） の実現 にほか なりま せん。

個 人 の 可 能 性を発 見し、 自ら変 化を起 こすこ とで、

最 高 の 集 団 が存在 意義（ パ ー パ ス ） を 一丸と なって 実現す る組織 集団を 次々と 生み出 すこと 。

こ れ こ そ が 企業の 持続的 な成長 にもつ ながり 、

さ ら に 次の素晴らしい時代をつくることができる と 信 じ て いま す。

U n i p os と共 に、「 最高の 集団を 自らつ くる」 時代を つくり ましょ う。

U n i p o s 社 パ ー パ ス

はじまりは

段ボ ー ル か ら

社内に閉塞感が漂い離職が進む中、

「お互いの頑張りを知り、興味を

持ってほしい」という自社の課題

からUniposは始まりました。

「最高の集団を自らつくる」時代をつくる
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ビジネスモデルと事業内容
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Uniposは、ピアボーナス®を軸とする

全社参加型カルチャープラットフォームです。

人と組織の行動力を引き出し、カルチャーを変えます。

U n i p o s と は ?

This is Unipos.

6
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導入決済者：経営陣・人事責任者

⚫ Uniposはプロダクトと活用支援 / 経営支援の提供によって、人的資本の土台となる「カルチャー変革」

の実現を支援する企業です。

⚫ プロダクトによる優れたユーザー体験の実現による継続的な利用促進と、組織の中の理想的な活用方針を

支援する事で実現します。
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当 社 の ビ ジ ネ ス モ デ ル

事業KPI：新規獲得と継続利用分を合わせたストック売上高（＝利用中アカウント数×アカウント単価）

Uniposを通じたカルチャー変革

導入企業

付帯価値サービス役務提供プロダクトの提供サブスクリプション契約

◆導入・利用促進支援

◆コミュニティ / ウェブセミナー

プロダクトの活用支援

◆ワークショップ

◆人的資本コンサルティング

人的資本強化への経営向けコンサルティング

◆人的資本ワークショップ

◆データ分析・アウトプット支援

サービスレベニュー（システム利用料以外としての収益）プロダクトレベニュー
（システム利用料としての収益）

サービス契約
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カルチャー変革メソッド＆実行支援
数百社で実証された「会社の良い行動の認識を揃え、

増やし続ける」プロジェクトマネジメントの方法論

Product

全社参加型カルチャープラットフォーム
良い行動の表出化を全社で習慣化させる仕組み

©︎ Unipos Inc.  All Rights Reserved.

良い行動が

起こる

Uniposで
良い行動が
表出化する

提案ありがとう！これなら

商談が上手くいきそうだね

行動をシェアする人

行動をシェアされた人

ありがとうございます！

受注に向けて頑張ります

組織全体の
パフォーマンスが

向上する

・自分もやってみよう！

・この人に聞いてみよう

シェアされた行動を見た人

Method

U n i p o s 社 の 提 供 価 値 ｜ 人 と 組 織 の 行 動 力 を 引 き 出 し 、 カ ル チ ャ ー を 変 え る

U n ipo s は 感謝 ・称 賛を通じ て 全社参加 で良い行 動 を表 出 化する 「プ ロ ダ ク ト」と、

数百社 への 支援 で実 証さ れ た「 メソッド 」を用い た 実行支援 の両 輪で、 カルチャー 変 革を実 現を支援 する 唯
一の 企 業で す。
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Product 全社参加型カルチャープラットフォーム「Unipos」

良い行動が全社レベルで  広がる  / わかる  /  浸透する

全社の良い行動が
見つかり、広がる1 リアルな全社状況が

行動データでわかる2 他施策への活用で
さらに全社事化が進む3

プ ロ ダ ク ト 概 要
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メ ソ ッ ド 概 要
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Method
カルチャーレベル

現在のカルチャー状態を把握し、
どの段階へ引き上げる事を目指すか

カルチャー変革プロセス

変革を阻害する落とし穴を回避すべく、
何をどのように実行するか

数百社への支援から導いた「カルチャー変革メソッド」

貴社内で良い行動の認識を揃えるためのフレームワーク

①保つ行動（あいさつ・嘘をつかない・感謝する等）

②よりよくする行動（改善提案 / 活動）

③新しいものを生み出す行動
（イノベーショ・コラボレーション）

基本前提：「主体的」な行動 / 他者視点の行動

行動の質

時間軸

カルチャーレベル3

カルチャーレベル2

カルチャーレベル1

カルチャーレベル0
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支援事例
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U n i p o s 支 援 事 例 紹 介 「 カ ル 本 ア ワ ー ド 2 0 2 3 」
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2024年1月24日開催。

人的資本経営が注目される今、多くの企業が試行

錯誤している“全社参加型の組織風土づくり”を推

進し成功させたUnipos導入企業6社を表彰し、

各社の取り組みを発表していただきました。

受賞企業様や受賞理由・コメント等はこちらを参照してください。

Unipos導入企業限定コミュニティ「カルチャー共創本部」内
でUniposの活用・運営をはじめとした組織風土づくりに関す
る奮闘エピソードを募集。

表彰を通じて「実際の成果や、成果につながる取り組み、取り

組むうえでの想いを表出すること」と「表出により企業を越え

た学び合いの機会をつくり、各企業の組織風土づくりを促進す

ること」を目的としています。

「カル本アワード」概要

※Unipos最新導入事例が掲載された「Unipos BLOG」も合わせて参照してください。

https://pr.unipos.co.jp/2024/02/06/award2023/
https://blog.unipos.me/
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当社が取り組む市場環境と

ポジショニング

13



©︎ Unipos Inc.  All Rights Reserved. 14

人 的 資 本 開 示 義 務 化 を 受 け て 注 目 を 集 め る 人 的 資 本 投 資

▼2022年8月

人的資本コンソーシアム設立。

▼2023年1月
2023年3月期有価証券報告書より

人的資本戦略の目標や実績の開示が義務化。

※1:State of the Global Workplace: 2023 Report出典

人的資本経営の強化が必須であり、
企業としての競争力や将来の企業価値評価にも直結する。

日本は今後、労働需給ギャップが大きく拡大し、労働者不足が深刻化す

る。さらに、日本企業は世界的にもエンゲージメントスコアが低く※ 1、

従業員数の多いエンタープライズ企業ほど採用や定着に抜本的なカル

チャー改革が必要。

*出所：リクルートワークス研究所 『未来予測2040』より労働需給ギャップとその解決策の概念図

需
給

ギ
ャ
ッ
プ

● 労働需要 ● 労働供給

─ 2030年 ─

341万人
不足

─ 2040年 ─

1100万人
不足

─ 2027年 ─
「最初の崖」
まであと3年

社会要請 としての 人 的 資 本 社会問題 と し て の人 的 資 本
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人 的 資 本 投 資 の 基 盤 と な る 「 カ ル チ ャ ー 変 革 」

人的資本投資には複数のアクションがありますが、「カルチャー変革」はその基盤であり他のアクショ

ンにも大きく影響します。Uniposはプロダクトも含め独自の価値提供を元に、組織のカルチャー変革

を支援します。

• 生産性向上

• 新規事業創造

• 独自の競争力
構築

• 人手不足解消

理想の姿

価値創造
ストーリー

人的資本
独自指標

［例］挑戦数、パーパス共感度

カルチャー・
集団への投資

［例］心理的安全性向上

個人能力を引き出す
施策への投資

［例］リスキリング

組織的人的資本*
の創出

1

理想・大義の設定 課題の抽出 インプット・アクション アウトプット アウトカム

STEP

長期

パーパス・
ミッションの

実現

中期

中期経営
計画の達成 現状分析

課
題

個
人

集
団

個人の人的資本発揮の土台構築

人的資本
比較可能指標

［例］挑戦数、パーパス共感度

の達成へ1

2STEP 3STEP 4STEP 5STEP

*自社独自の「個人の力を最大限発揮して生まれる共創力」
「競合優位性を生むための競争力」を合わせたものと定義
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U n i p o s の 導 入 に よ る 健 全 な カ ル チ ャ ー の 醸 成 と 人 的 資 本 の 成 長

Uniposは組織の健全なカルチャー醸成・維持に大きく寄与します。従来の人的投資に加え、

Uniposの導入によって組織に存在する多様な人的資本の成長を加速させることができます。

Uniposの導入  ⇒ 心理的安全性の向上 ⇒ 健全なカルチャーの醸成 ⇒ 良い行動の増加

16©︎ Unipos Inc.  All Rights Reserved.

2. 人的資本が育つための土壌（カルチャー）が整う

従来の人材投資

1. 肥料をまく

3. 多様な人的資本が成長する

従来の人材投資 +

Uniposを加えたアプローチ
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U n i p o s の 人 的 資 本 投 資 領 域 に お け る ポ ジ シ ョ ニ ン グ は 「 組 織 全 体 へ の 環 境 投 資 分 野 」

17

人的資本戦略の開示義務化を受け、大手企業を中心に「企業価値の向上や競争優位性の確立」に不可欠な人的資本投資の

重要性が高まっています。Uniposは人的資本投資領域において、組織全体の環境へはたらきかけを通じて短期 / 長期で

カルチャー変革を支援する独自のポジションと競合優位性を築いています。

個人単位の人的資本投資

長
期
で
成
果
が
で
る
領
域

※出典：「従業員価値提案を見直すべき時人を惹き付け、離職を防ぐ」（ダイヤモンド社）マーク・モーテンセン ,エイミー C. エドモンドソン 「ハーバード・ビジネス・レビュー 2023年5月号」

組織全体への環境投資

1
物理的な
待遇改善

2
能力開発 / 成長の

機会増加

3
つながり / 
連帯強化

4
意義 / パーパス

浸透
チーム
ワーク

アプリ

ビジネス
チャット

エンゲー
ジメント
ツール

タレマネ
ツール

組織改革
コンサル
ティング

教育・
研修系
サービス

福利厚生
サービス

昇給
賞与

働き方の
整備※

※環境や働き方の多様性整備etc

短
期
で
成
果
が
で
る
領
域
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16%

38%

46%
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潜 在 的 な 市 場 規 模 お よ び 当 社 が 注 力 す る 顧 客 の 市 場 規 模

※エンタープライズ企業とは、従業員500名以上と定義しております。

※1 出所：総務省・経済産業省「令和3年経済センサスー活動調査」の統計データから当社作成

■ 300人以上：1.5万社 ■ 30人〜 300人未満：15.5万社
■ 30人未満：160万社

※2 市場規模については、国内の従業員30人以上の企業における全従業員がUniposを1年間利用した場合として算出

1%

9%

90%

企業に所属する国内従業員数の比率企業数の比率

潜在的な市場規模

3,700約 億円

1,095約 億円

最注力：500名以上の企業

注力する市場規模

■ 300人以上：913万人 ■ 30人〜 300人未満：2,172万人
■ 30人未満：2,661万人

従業員規模300名以上の企業数は国内企業の1%であるにもかかわらず、労働に従事している従業員数では国内全従業員

の16%を占めています。今後は30名以上の企業を対象顧客としつつ、その中でも受注単価の大きい500名以上のエンター

プライズ企業に注力し経営資源を投下していきます。
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2024年3月期 通期

決算概要
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⚫ 人的資本開示の需要を受け、エンタープライズ企業※の獲得に経営資源を集中。

結果として、売上高は930百万円と前年同期比 126百万円増となりました。

⚫ 人件費の圧縮と顧客獲得コストの低減が進み、営業利益は前年同期比で473百万円増と大幅に

改善しました。また、業績予想対比で営業利益は 104百万円増と業績予想を上回る着地となり

ました。

(百万円)
23年3月期 通期

（A）
24年3月期 通期

（B）
対 前年同期

(B-A)
24年3月期 業績予想

（C）
対 業績予想

（B-C）

売上高 803 930 +126 973 ▲43

営業利益 ▲983 ▲510 +473 ▲614 +104

経常利益 ▲976 ▲502 +474 ▲620 +118

当期純利益 ▲913 ▲502 +411 ▲624 +122

※エンタープライズ企業とは、従業員5 0 0 名以上と定義しております。

2024年3月期 通期累計業績サマリー
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2024年3月期 通期累計業績推移サマリー

⚫ 売上高は、毎四半期において堅実に伸ばしております。

⚫ 原価は、減少傾向にあり効率的な開発体制の構築が進んでおります。

⚫ 販売管理費は、セミナーやカンファレンスの開催状況に応じて広告宣伝費の変動がありつつも、

大きなウェイトを占める販管人件費の削減が奏功し営業損失は改善傾向にあります。

⚫ 第4 四半期においては売上高を伸長させつつ、原価・販売管理費の引き締めを継続し、営業損

失を大幅に改善することができました。

(百万円) 24年3月期 1Q 24年3月期 2Q 24年3月期 3Q 24年3月期 4Q

売上高 212 224 242 251

原価 72 69 63 58

売上総利益 139 155 178 192

販売管理費 337 287 299 251

販管人件費 198 184 178 175

地代家賃 17 16 17 18

広告宣伝費 41 24 44 4

その他 81 63 60 54

営業利益 △198 △132 △121 △58
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Unipos事業売上高推移（3ヶ月実績）
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⚫当第4四半期はストック売上高比率は87.3%、売上高は前年同期比で36百万円増加しました。

⚫ストック売上高比率は低下するも、ストック売上高は過去最高であり、エンタープライズ企業向け

の人的資本経営コンサルティング等のその他売上が顕在化したことで売上高全体はクロスセルによ

り伸長しております。

ストック売上高：継続課金対象となる月額料金 その他売上高：初期費用、コンサルティング等の一時的な料金

0

50

100

150

200

250

4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

その他売上高ストック売上高 ストック売上高比率

161
14

146

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期

(百万円)

178
17

160

192
19

172

208
19

188

215
19

196

212
13

198

224
14

210

80

90

100

(%)

87.3%

91.2% 90.2% 89.6% 90.5% 91.2%
93.4% 93.8%

89.0%

YoY +36百万円

242
26

215

251
32

219

※導入企業数を開示しておりましたが、エンタープライズ企業に経営資源を集中し、K P Iとして相応しくないため本開示より非開示としております。
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原価・販管費推移（3ヶ月実績）

23

※ 2 0 2 2 年 3 月期第 2四半期決算説明資料より原価を含んだ費用合計の数値で表示。なお、ソフトウェア資産勘定への振替前の数値。

⚫当第4四半期は、メリハリのある成長投資により成長投資額は大幅に減少しております。

⚫継続して人件費関連やその他費用の削減も進んでおり、全体的としては前年同期比で112百万円減と

コストの圧縮が進みました。

4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

(百万円)
Uniposの成長投資

その他（採用費、支払手数料等）

サーバ利用料

研究開発費

減価償却費

家賃関連

人件費関連

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期

174

94

0

95

316

18

40
73

62

0

25

311

7

0

98

48

0

25

289

7

0

53

57

0

25

277

7

0

67

53

0

25

271

5

0

49

68

0

26

263

5

0

34
47

0

24

246

6

0

737

478 468
420 421 411

357

YoY -112百万円

53
44

0

25

234

6

0

363

11
41

0

25

225

5

0

309
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人件費・従業員数の推移

*従業員数には、役員・契約社員・アルバイト・業務委託・人材会社からの派遣社員は含まれない。

24

⚫事業の構造改革、組織体制の見直しに伴い、今期においても人件費の圧縮が進み、対前年同期比で

46百万円減の184百万円（20%減）で着地。

⚫同時に事業活動・開発体制の生産性向上を高めるため、教育投資・AI投資やプロセスの見直しによ

る業務効率化に注力。今後も生産性向上を進めてまいります。

0

50

100

150

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

正社員 人件費推移

2023年3月期 2024年3月期

(人)

144 136

150

200

250

300

(百万円)

273
250

234 230 223
205 194

130 124 117 110

人件費推移
（百万円）

184

107 100
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営業利益増減要因

25

⚫売上高が前年同期比で126百万円増加し、さらには人件費などのコストの圧縮が進んだ形となり、

営業利益は対前期で＋473百万円の▲510百万円で着地しました。

2023年3月期営業利益 2024年3月期営業利益

(百万円) 126

180

0 0 0 2 19 144

-983

-510
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バランスシートの状況

26

⚫キャッシュマネジメントの精緻化により、依然として十分なバランスを保持しております。

⚫下期より契約内容を一部見直し、契約期間における利用料を一括で受領する前受金型の契約形態に

移行しております。今後も高いキャッシュ比率を維持しつつ費用対効果の高い成長投資やサービス

開発を進めてまいります。

固定資産 その他流動資産 現金及び預金 純資産 固定負債 流動負債

2023年3月期 第4四半期 2024年3月期 第4四半期

0

500

1000

1500

2000

(百万円)

現金及び預金 1,116

その他流動資産 189
固定資産 97

流動負債 356

固定負債 544

純資産 502

0

500

1000

1500

2000

現金及び預金 1,320

その他流動資産 228

固定資産 285

流動負債 206

固定負債 629

純資産 999

(百万円)
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2025年3月期 通期見通し

と成長戦略

27
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2025年3月期 累計業績予想サマリー

⚫ 売上高は 1 ,056百万円と、前期比 126百万円増（ 13 .6%増）となる見込みです。

⚫ 営業利益は、徹底的なコスト削減及び効果的な営業戦略により利益体質の強化を進め、前期比

364 百万円増の▲ 146百万円となる見込みです。

⚫ 当期純利益は、移転費用等の発生を見込んでおり、▲ 143百万円となる見込みです。

(百万円) 25年3月期 通期予想 前期比 24年3月期通期

売上高 1,056 +126 930

営業利益 ▲146 +364 ▲510

経常利益 ▲138 +364 ▲502

当期純利益 ▲143 +359 ▲502

28
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2025年3月期 累計業績予想推移サマリー

29

⚫売上高は、毎四半期において堅実に伸びていく見込みになります。

⚫原 価 は 、 引 き 続 き 効 率 的 な 開 発 体 制 の 構 築 を 進 め 、 コ ス ト の 減 少 を 見 込 み ま す 。

⚫販売管理費は、第 3四半期に大規模なセミナーやカンファレンスの開催を見込んでおり、広告宣伝費の変

動がありつつも年間としては減少傾向を見込みます。

⚫オフィスの移転を第 3四 半 期 に 予 定 し て お り 、 第4四 半 期 以 降 の 固 定 費 削 減 を 見 込 ん で い ま す 。

⚫第4四半期においては売上高の伸長やコストの引き締めにより黒字転換を見込んでおります。

-300

-200

-100

0

100

200

300

24年3月期1Q 24年3月期2Q 24年3月期3Q 24年3月期4Q

■売上高実績
■営業利益実績
■売上高計画
■営業利益計画

25年3月期1Q 25年3月期2Q 25年3月期3Q 25年3月期4Q(百万円)
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成長戦略の振り返り
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2023年6月公表時の戦略

振り返り及び進捗状況

24年3月期は、23年3月期に比べて成長投資を

143百万円削減しながらも、量・質共に事業成

長に足るリード獲得を実現。人的資本領域の

情報発信を通じ、ブランド資産を高めTVやビ

ジネス誌を中心に人的資本関連のメディア露

出が増え、エンタープライズ企業からの引き

合いも増加。25年3月期もマーケティング費用

を圧縮しつつ継続的に顧客獲得を目指しま

す。

TVや雑誌を中心とした人的資本関連のメディ

ア露出増を含め、確立しつつある長期的ブラ

ンド資産をベースに、マーケティング費用を

圧縮しつつ顧客を継続的に獲得できる状態を

実現してまいります。

2023年6月公表時の戦略

振り返り及び進捗状況

24年3月期は、人的資本領域の情報知見の発

信と、顧客支援から得られたノウハウをカル

チャー変革メソッドとして体系化・発信する

ことによりCAC改善に大きく寄与しました。

25年3月期については、カルチャー・組織風土

改革・人的資本関連ならUniposという想起を

目指し、さらなるCAC（顧客獲得コスト）の

最適化を図ってまいります。

ノウハウを形式知化し、マーケティング活動

へ展開することによるCAC改善、また顧客支

援から得られた知見や情報発信による人的資

本領域の第一人者としてのブランドポジショ

ンの確立による、顧客からの問い合わせ経由

の商談獲得によりCAC改善を実現してまいり

ます。

CAC（顧客獲得コスト）の最適化

2023年6月公表時の戦略

振り返り及び進捗状況

24年3月期は基本利用料の見直しを行いつ

つ、カルチャー変革に必要な出た活用機能の

強化とエンタープライズ企業向けコンサル

ティングサービスや、サービスサポートの増

強したことで、基本利用料の見直しに見合う

満足度向上ラインナップを充実させた。25年3
月期においてもプロダクトやサービスの拡充

によりLTVの向上の継続を図ってまいりま

す。

導入規模の小さい企業における全社利用や、

エンタープライズ企業における大規模ユー

ザーの同時利用を可能とするプロダクトや

サービスサポート体制を提供し、顧客満足度

の向上、継続率の向上や全社拡大によりLTV
の向上を実現してまいります。

LTV（顧客生涯価値）の向上
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今 後 の 成 長 戦 略

31

LTV / CACの改善と
競争優位性の確立

知見や情報の発信による
人的資本領域の第一人者としての

ブランドポジションの確立

プロダクト / サービスの
拡充による

顧客満足度の向上

顧客成功事例の拡充による
ノウハウ / サービス
エクセレンスの向上

問い合わせ経由の
商談獲得によるCAC改善

継続率 / 全社展開率によるLTVの向上

ノウハウの形式知化 /
マーケティング活動への展開による

CAC改善

受注拡大のための
マーケティング投資額

（ウェビナー集客・開催等）

964
（2024年3月末で964百万円充当済）

百万円

受注拡大・
体制拡充のための
人件費

1,231
（2024年3月末で1,231百万円充当済）

百万円

機能拡充の
ための
開発投資

1,580
（2024年3月末で677百万円充当済）

百万円

⚫ 黒字化に向け、引き続き費用対効果の高い施策に絞ったマーケティング投資の実行や機能・サポート体制の拡充を通し、

「CAC（顧客獲得コスト）の最適化」と「LTV（顧客生涯価値）の向上」を進めます。

⚫ カルチャー改革と人的資本領域において、知見や情報の発信→プロダクト / サービス拡充による顧客満足度の向上→

顧客への価値提供の形式知化のサイクルを回す事により実現します。
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■ 22年3月期時点のエンタープライズ企業におけるストック売上高を100とした場合の推移

※エンタープライズ企業とは、従業員 5 0 0 名以上と定義しております。

売 上 予 想 の 実 現 に 向 け た 具 体 的 な 取 り 組 み

⚫ 2022年3月時点から2024年3月時点にかけて、エンタープライズ企業におけるストック売上高は約80％の成長率を実

現しております。上場企業の人的資本開示の義務化を受け、人的資本投資に対する予算配分が高まっていることから引

き続きエンタープライズ企業を中心に経営資源を投下していくことが適切な経営戦略であると考えております。

⚫ 全社一括導入を前提とした新規顧客受注と既存顧客拡大を進め、2025年3月時点においては2022年3月比で157％の成

長を見込んでおります。
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300

22年3月期(実績) 23年3月期(実績) 24年3月期(実績)

22 / 3 22 / 6 22 / 9 22 / 12 23 / 3 23 / 6 23 / 9 23 / 12 24 / 3

171171154
137127106

YoY +42.9% YoY +25.1%

179
143

100

25年3月期(計画)

24 / 6 24 / 9 24 / 12 25 / 3

222
197186

257

YoY +43.5%
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取り組み内容 コストインパクト

コ ス ト マ ネ ジ メ ン ト の 具 体 的 な 取 り 組 み

マーケティング費用
積極的なメディア露出等を活用することによる、さら

なる顧客獲得コストの低減
約16百万円の削減

人件費
事業規模を踏まえた組織体制の最適化 / 既存メンバーの
配置最適化

約165百万円の削減

オペレーションコスト
開発やカスタマーサポート領域を中心としたAI技術の
活用による工数削減

業務委託費用などの抑制

総額およそ180百万円の圧縮

⚫ TVや雑誌を中心とした人的資本関連のメディア露出増を含め、確立しつつある長期的ブランド資産をベースに、マー

ケティング費用を圧縮しつつ顧客を継続的に獲得できる状態を実現してまいります。 
⚫独自の人的資本戦略に基づき人的資本への投資を行い、既存社員の生産性向上を図ります。

⚫Chat GPT等のAI技術を積極的に活用し、全社のオペレーションコスト削減にも取り組んでまいります。
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浅間商事株式会社

34

具 体 的 な マ ー ケ テ ィ ン グ 活 動

日経への掲載等マスパブリシティの広

報活動は引き続き強化。

人的資本における顧客内の議論を助け

るフレームワークを提案するなど顧客

支援内容をコンテンツ強化

⚫ 「組織風土改革を知り、学び、活か

す」ことができるオウンドビジネス

メディア『UNITE』の立ち上げ

⚫ メディアミックスの核としてコンテ

ンツを継続的に発信

人的資本経営推進協会が主催する人的

資本経営サミット2023に登壇。また、

経営・人事責任者向けのオンラインイ

ベントを開催。

https://unite.unipos.co.jp/

人的資本経営の
オピニオン発信

オウンドメディア 大規模なイベントへの
登壇や自社開催

人的資本関連 / カルチャー変革のオピニオンリーダーとして広報露出を強化し、プッシュ型の広告宣

伝費を抑制、受注率を高める施策に資源を集中。

https://unite.unipos.co.jp/
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Unipos社の

人的資本経営戦略について

35
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浅間商事株式会社
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人 的 資 本 戦 略 サ マ リ ー

浅間商事株式会社 浅間商事株式会社

⚫ 主要K P Iである e N P Sスコアは、

- 3 9 . 8（ 2 3年 5月）から - 4 8 . 8（2 4
年 3月）に悪化した。工夫を繰り返

しても事業目標値に届かない状況

や、プロダクトや自組織の効力を感

じにくい状況が続いたことが要因と

捉えている。

⚫ テーマに掲げていた「パーパスの探

求」「挑戦行動の増加」「越境行動

の増加」に対しては、マイパーパス

の言語化、挑戦行動の推奨、学習機

会の活用などで、成果やより良い変

化が現れた。個々の生産性や付加価

値創造活動が高まってきた。

⚫ また、個々の活動が周囲に影響し、

切磋琢磨する姿や協働するような事

例も増加した。これをさらに継続、

拡大することで、組織的人的資本が

強まる手応えを感じている。

前年の振り返り 今期テーマ

1 . イ ン ク ル ー ジ ョ ン ス コ ア

⚫ 全社に取るアンケートの中で4つの設問の
T O P 2 B o xをインクルージョンスコアとする

⚫ 目 標 ： 6 0 ％（前期実績5 1 . 5％）

2 . 挑 戦 指 標

⚫ U n i p o s投稿で挑戦を表現する特定ハッシュ
タグのある投稿をもらった社員の割合 /月

⚫ 目 標 ： 5 0 %（前期実績3 2 . 0 %）

3 . 越 境 指 標

⚫ U n i p o s投稿で所属本部以外の仲間から投稿
をもらった社員の割合 /月

⚫ 目 標 ： 6 0 ％（前期実績3 9 . 3 %）

4 . プ ロ ジ ェ ク ト に よ る 課 題 解 決 数

⚫ 3ヵ月サイクルで年間 4サイクル。経営課題
を全社参加型のP Jを組成し活動する

⚫ 目 標 ： 課 題 解 決 数 1 6 件 / 年

5 . 学 習 支 援 制 度 の 利 用 率

⚫ 学び合いの機会となる自走型学習支援制度

⚫ 目 標 ： 6 0 ％（前年実績3 9 . 0 %）

主なKPI指標

⚫ 自身と組織、プロダクトに情熱を持

ちコミットメントする意味で e N P S
を主要K P Iとしてきたが、本来私た

ちが目指したことが、万人に推奨で

きる状態ではなく「 個 々の 自 分ら し

さ を 発 揮 す る 」 × 「 帰 属意 識 が高

い 」 が 両 立 し た 状 態 で ある こ とを 再

認 識 し 、 そ れ は イ ン ク ルー ジ ョン を

高 め る こ と と 解 釈 を 揃 えた 。

⚫ その上で「 個 々 の 付 加 価値 創 造活 動

を 組 織 的 人 的 資 本 に 昇 化さ せ る」を

活動のテーマとし、前年から実施し

ている個々の人的資本投資を継続・

推進しながら、周囲との学び合いや

経営課題に対する全社参加型のプロ

ジェクトを継続的に行い、自社パー

パスにある「最高の集団を自らつく

る」を体現していくこととした。
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人 的 資 本 経 営 フ レ ー ム ワ ー ク

顧客への提供価値の拡大などのアウトカムに向けて、今期は「個々の付加価値創造活動を組織的人的資

本に昇化させる」をテーマに、次のようなインプット・アクションを行います。

価値創造ストーリー
組織的人的資本*

の創出

1

理想・大義の設定 課題の抽出 インプット・アクション アウトプット アウトカム

STEP

長期

「最高の集団を
自らつくる」
時代をつくる

の実現

中期

事業目標の達成

個
人

集
団

個人の人的資本発揮の土台構築

の達成へ1

2STEP 3STEP 4STEP 5STEP

*自社独自の「個人の力を最大限発揮して生まれる共創力」
「競合優位性を生むための競争力」を合わせたものと定義

課題

1. 個々の生産性や付

加価値を高めるた

めの個力強化の継

続

2. 個々の力を集団の

力に繋げるための

仕組みづくり

3. 現事業の推進や新

規事業開発が担え

る人材の育成

⚫ 自走型学習支援の推進と拡大
⚫ 全社参加型の課題解決

プロジェクト
⚫ マイパーパスと役割の紐づけ

⚫ 個々の付加価値創造活動の
機会創出と活動支援

⚫ 個々の活動を組織的人的資本に
昇化させる仕組みづくり

人的資本独自指標

主要KPI：インクルージョンスコア
他指標：①挑戦指標、②越境指標、
③プロジェクトによる課題解決数、
④学習支援制度の参加率

人的資本比較可能指標

⚫ 男女賃金差
⚫ 管理職に占める男女比率
⚫ 育児休業取得率

対顧客

⚫ 提供価値の拡大

対事業

⚫ 年間売上目標の達成

⚫ 一人あたりの

生産性向上

対社内

⚫ 自分らしさの発揮

⚫ 帰属意識の向上
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イ ン ク ル ー ジ ョ ン ス コ ア

前年の振り返りを経て、私たちが目指していることは、誰しもに推奨できる集団（eNPSスコアで「親しい人や家

族に推奨できるか？」と問うスコア）ではなく「個々の自分らしさを発揮する」×「帰属意識が高い」が両立し

た状態であることを再認識し、それはインクルージョンを高めることと解釈しました。

独自の指標としてインクルージョンスコアを採用し、以下にある4つの設問に対して明らかにポジティブな回答を

する比率を上げることで、自分自身、組織、プロダクトそれぞれの効力感が高まる状態を目指します。

インクルージョン概念のフレームワーク

集団への帰属感 高い低い

集
団
で
の
自
分
ら
し
さ

価
値
が
高
い

インクルージョン

価
値
が
低
い

Inclusion

アシミレーション
（同化）

Assimilation

エクスクルージョン
（排除）

Exclusion

ディファレンシエーション
（差別化）

Differentiation

仕事を共にする集団において、内集団メンバーとして扱われており、
価値ある個として自分らしさの発揮が許されている、

または推奨されている

「インクルージョン・マネジメント」（船越多枝著 白桃書房） を参考にUnipos社作成

Unipos社のインクルージョンスコア

以下4つの質問に対して6段階の回答を用意し、

うちTOP2Boxの回答をした社員比率を指標とする

今期の目標は60.0％（前年は51.5％）

1. 私はUnipos社ではたらく意義を感じている

（前年56.2％）

2. 私は社会や顧客など世の中の誰かに対し、

価値ある仕事をしている（前年59.2％）

3. 私は自分のありたい姿を

達成するための要素が社内にあると

感じられている（前年40.8％）

4. 私は自分が会社から必要とされていると

感じる（前年50.0％） 
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そ の 他 の 指 標

継続的な事業目標達成に向けて、ライフステージを問わず、全従業員が事業と組織にコミットできる状

態の実現を目指しています。前年から、男女の賃金差は縮小し、男性の育児有業取得率も上がっていま

す。引き続き、従業員が“長期的なキャリアを想起しやすい環境づくり”に取り組みます。

浅間商事株式会社

88.0%

※割合は女性社員の平均年収÷男性社員の平均年収にて算出

賃金差ゼロ

男女の賃金差
（2024年3月末時点の年収）

現状

目標

平均年齢 女性 : 33.7歳 男性 : 32.3歳

管理職に占める
男女比率

（2024年3月末時点）

男性

81.8%

女性

18.2%

参考：正社員に占める男女比率

（2024年3月末時点）

男性

58.0%

女性

42.0%

eNPSスコア

育児休業取得率（3か年推移）

0

2

4

6

8

22年3月期 23年3月期 24年3月期

0

20

40

60

80

100

100%

0%

14%
50%

■ 男性人数 ■ 女性人数 ● 男性比率 ● 女性比率

※男性：育児休業取得者数÷配偶者が出産した社員数。
育休取得していない2名のうち1名は、今期に取得予定

※女性：育児休業取得者数÷出産した社員数

（人） （％）

男女ともに100%取得を目指す

役職者を除いた賃金差は96.3%となり、
一般社員の賃金差はほぼなくなっている

100%

75%

-39.8%
（2023年3月末時点）

-48.4%
（2024年3月末時点）

84.2%
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主 な リ ス ク 項 目 と 対 応 策

リスク項目
顕在化
可能性

影響度 対応策

Uniposの
競合

類似サービスの新規参入が
起こる可能性 中〜高 中〜大

● マーケティング投資により早期に顧客を増加させ、Uniposのブランドを確立
さらなる機能開発により、機能比較されても負けない地位を堅持

● 商標権や特許権など知的財産権の取得及び保持

システムの
安定性

24時間稼働、年中無休での
運用が求められているものが
あるため、システムの安定的な稼
動が当社グループの業務
遂行上必要不可欠

低 中〜大
● 使用しているサーバー設備やネットワークの監視や、

定期的なデータのバックアップ等、システム障害の発生防止に注力

情報
セキュリティ

利用者個人を特定できる情報等を
取得しており、不正アクセスや情
報漏洩等に対する個人情報の厳格
な管理が必要

低 中〜大

● 個人情報の管理については、社内でのアクセス権限の設定、アクセスログの保存、
外部データセンターでの情報管理、個人情報管理に関する規程の整備を実施。

● 従業者に対し個人情報保護についての教育等を通じて関連ルールの存在を
周知徹底し、意識の向上を図ることで関連ルールの遵守に務める

● 情報セキュリティマネジメントシステムの国際規格である
「ISO27001(ISMS)」の認証を取得

人的資本投資の
動向に関する

リスク

国内外の経済活動や景気同行等に
より、ターゲット企業の人的資本
投資意欲が減衰する可能性

低〜中 中〜大
● 人的資本投資の継続的な投資の必要性・有用性を周知する
● ソフトウェア以外のサービスを拡充し、収益の多角化を図る

その他のリスクは、有価証券報告書の「事業等のリスク」をご参照ください。なお、文中の将来に関する事項

は、本書提出日現在において当社の判断したものであり、将来において発生の可能性のあるすべてのリスクを網

羅するものではありません。また当社のコントロールできない外部要因や必ずしもリスク要因に該当しない事項

についても記載しております。
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Work Story Award 2018 テーマ部門賞

（働きがい、モチベーション、エンゲー

ジメント）

Work Story Award 2018

グループ審査員特別賞

経済産業省「J-Startup」

プログラム特待生に選出

日本の人事部「HRアワード2018」優秀賞

（組織変革・開発部門）

会 社 概 要

受賞実績

BOXIL SaaS AWARD 2021 Autumn

人事・給与部門

「ピアボーナス®」カテゴリ No.1サービス

Unipos株式会社

東京都渋谷区神宮前5-52-2
青山オーバルビル 7F

東京証券取引所 グロース市場（6550）

2017年6月27日上場

会社名

所在地

市場情報

「心理的安全性を高める
リーダーの声かけベスト100」

全国の書店・オンラインストアで販売中

Unipos株式会社 代表取締役社長CEO 田中弦 著

認証基準 ：ISO / IEC 27001:2013 / JIS Q 27001:2014
認証登録番号：IS 695197

許認可
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【本資料の取扱いについて】

⚫ 本資料には、U n i p o s株式会社に関連する見通し、将来に関する計画などが記載されています。これらは、現在における見込み、予測および

リスクを伴う想定に基づくものであり、実質的にこれらの記述とは異なる結果を招き得る不確実性を含んでおり、様々な要因により実際の業

績が本資料の記載と著しく異なる可能性があります。

⚫ また、本資料に含まれる当社以外の事項・組織に関する情報は、一般に公開されている情報に基づいており、かかる情報の正確性、適切性等

について当社は何らの検証も行っておらず、またこれを保証するものではありません。

⚫ 次回の「事業計画及び成長可能性に関する事項」の開示時期は、2 0 2 5年 3月期の通期決算発表時期（2 0 2 5年 5月頃）を予定しております。
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